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令和５年度第１回兵庫県立図書館協議会 会議録 

 

１ 日時及び場所 

   令和５年９月 22日（金） 13:00～15:00 

 

２ 出席者 

   協議会委員   角本委員  川石委員  木村委員 坂下委員 津谷委員    

 藤井委員  三浦委員  森委員 

 

   教委事務局   社会教育課金田副課長 谷本指導主事 

 

   県立図書館   村上館長  小藤次長   

小野山館長補佐兼総務課長 黒住利用サービス課長 前川ふるさと・資料課長 

 

３ 会長、副会長選出 

   会長に角本委員、副会長に藤井委員が選出された。 

 

４ 議事 

（１）県立図書館運営状況について 

   館長補佐より、「兵庫県立図書館運営状況」(資料１)、「平成 30 年度～令和４年度 中期運営方

針の自己評価」(資料２－１)、「令和５年度 県立図書館の取組状況」（資料２－２）に基づいて説

明。 

 

（委  員）令和３年度末と令和４年度末の利用状況を比較すると、個人貸出冊数は減少しているが利

用人数が増加している。要因を教えてほしい。 

（図 書 館）来館者数増加の要因は、当館で調べものをする方が増えていることが考えられます。自習

室や閲覧室での勉強など、貸出冊数には影響しないが滞在型の利用者が増加しているよう

に感じています。 

（委  員）ＳＮＳでの発信に力を入れているとのことだが、展示物など図書館内での撮影は可能か。 

（図 書 館）他の利用者が映らないように撮影することは可能です。写真をＳＮＳ等に掲載するときは、

他の利用者が映らないよう、重々注意をしています。 

（委  員）美術館にあるような写真撮影可能スポットを設けているのか。 

（図 書 館）ありません。撮影可能か聞かれたら答えるようにしています。 

（委  員）可能であれば、撮影可能スポットを作られたらどうか。職員に声をかけることは、一般利

用者からするとハードルが高い。利用者が展示などの写真を撮り発信することで、簡単に

ＰＲができ、図書館と利用者の相互利益に繋がるのではないだろうかと思う。 

（委  員）多くの市町立図書館があるなかで、県立図書館の蔵書の強みが見えにくい。どういった蔵

書があるかを打ち出し、市町立図書館との蔵書の違いをわかりやすくしてほしい。 

（図 書 館）当館の収集方針として、市町立図書館では購入できないような専門書、学術書、高額な図

書を収集対象としています。市町立図書館は身近な図書の蔵書が多いが、本館では専門的

な図書を多く収集しています。また、兵庫県に関する図書も力を入れて収集しています。 

（図 書 館）市町立図書館では収集できない書籍や専門分野であるために利用頻度が高くない書籍でも、

県立図書館に１冊あれば、市町立図書館を通じてご利用いただけるような本を収集するよ

うにしています。また市町立図書館を利用されている方が、市町立図書館には求める本が

無かった場合に、市町立図書館を通じてご利用いただけるようなサービスを提供していま

す。一昨年より市町立図書館を通じなくても、個人の方から直接購入リクエストを受け付

けるようにしています。蔵書の充実には様々な課題がありますが、利用者からの具体的な

ニーズに即して収集に努めてまいります。購入リクエストをいただいてから実際に購入す

るまでは時間差が生じてしまいますが、少しずつ収集を積み重ね蔵書を充実させていきた

いと考えています。 

（委    員）一般書ではなく特別な図書が多いことは知っているが、どのような書籍があるのかが分か

りづらい。蔵書に関する発信をもっと増やすと、利用者は市町立との違いが分かり県立図

書館を利用しやすくなり、認知度の向上にもつながるのではないかと思う。 
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（図 書 館）例えば古地図などの兵庫県に関する古い資料については順次デジタル化を進め、ＷＥＢ上

で閲覧していただけるようなサービスを展開しており、今後とも力を入れていきたいと思

っています。また市町立図書館と県立図書館が一体となって、全体として利用者からのニ

ーズに対応していきたいと思っています。 

（委    員）協力貸出の内訳について、今年度は「その他」の冊数が大幅に増加している。どのような

方に何冊貸し出しているのか。 

（図 書 館）「その他」の冊数が大幅に増加している要因としては、昨年度より開始した兵庫県自治研修

所へのセット貸し出しの冊数が、令和４年度と令和５年度を比較すると大幅に増加したこ

とが考えられます。詳細な貸出冊数等は後日改めて回答させていただきます。 

（図 書 館）自治研修所へのセット貸出は、行政分野の政策立案などに県立図書館の情報を活用できる

のではないかと考え、県の政策研究に役立つような書籍をセットにして貸し出すことを昨

年度から始めました。今後は県職員だけではなく市町職員の方に向けて政策立案能力の向

上に資する資料等を貸し出せるようにサービスを展開していこうと考えています。 

（委  員）県の中での存在感が増せば予算が増えるような期待もありますね。 

（委   員）市町立図書館で県立図書館の書籍を借りることができるのか。 

（図 書 館）可能です。 

（委   員）その仕組みについて、県民の認知度が低いのではないかと考えられる。市町立図書館のＯ

ＰＡＣ(注１)で検索をしても、県立図書館の蔵書には行き当らない。横断検索システムを

運用されているが、こちらも県民への周知が足りていないように思われる。おそらく市町

立図書館が設計しているＯＰＡＣの中に、県立図書館のＰＲを入れ込んでしまえば、市町

立図書館から県立図書館の蔵書を検索できるようになるのではないか。そこまで難しい技

術ではなく、県立図書館へのアクセス数が簡単に上がるのではないかと考えられるため検

討いただきたい。 

（図 書 館）現在、兵庫県内の図書館を横断的に検索できるシステムを運用しています。利用者にはこ

のシステムを使っていただいていると思っていますが、そのあたりのＰＲが不足している

と考えます。 

（委    員）まず一般の利用者は横断システムを見に行かず、地元の図書館のＨＰ上にあるＯＰＡＣを

使って、蔵書を検索していると思う。市町立図書館のシステムの中に横断システムのリン

クを入れ、利用者の目に触れやすくなれば利用者がさらに増えると思う。よほど図書に関

心のある方でなければ横断的な検索をかけないと思うし、たとえ検索をかけたとしても、

身近な図書館で県立図書館の書籍を借りられることをご存知の方は少ないように思う。こ

のあたりをどのように広報するかが大切なので、検討いただきたい。 

（委    員）セット貸し出しについて、県立図書館でテーマ設定をして貸し出しているのか。それとも

逆か。 

（図 書 館）どちらとも行っています。 

（委    員）特殊なニーズの場合はセットを組めない（１セットの冊数を増やせない）とあったが、ど

ういった場合か。 

（図 書 館）例えば「羅生門と鬼」「フードバンクについて」「（和歌ではなく）百人一首」など、かなり

対象が狭まってしまい１セットの冊数を増やせないことがあります。「平家物語」や「大和

物語」など、物語だけといったニーズもよくありますが、こちらは 50 冊程度なら組むこと

ができます。また学校側が書籍を指定して数冊を依頼してくることもあるので、セット貸

し出しの件数が増えても貸出冊数が増えないことがあります。 

（委    員）学校に調べ学習として書籍を貸し出すことはいいと思う。相手先との話し合いによるもの

だと思うが、おそらく「平家物語」といったトピックになると平家物語が主題となってい

る本が集められると思う。県立図書館には貴重な書籍が多く眠っているはず。セット貸し

出しに、対象の本に加え、対象の本の隣にあるとついでに読みたくなるなと思わせるよう

な本を示すといいのではないかと思う。 

（図 書 館）ありがとうございます。今後検討させていただきます。 

（委    員）学校から、こういったセットはありますか？と質問があれば対応しているのか。 

（図 書 館）対応しています。どちらかというと、そういった依頼の方が多い傾向にあります。 

（委    員）セット貸し出しに入っている書籍は市町立図書館と比べると、専門書寄りの図書になると

思うが、市町立図書館であればジャーナリズム的なものや写真が多く入ったものになると

思う。市町立図書館なら読みやすい書籍も多いと思うので、難しいとは思うが県立図書館
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と市町立図書館が連携し、セット貸し出しの中にお互いの書籍を入れることもひとつの工

夫かと思う。 

（委  員）市町立図書館との連携は、今後のセット貸し出しの可能性が膨らんだ提案だと思う。 

（委  員）企画展示テーマが毎回本当に魅力的である。どのようにしてテーマを出しているのか。ま

た以前企画展示で展示した書籍を企画展示終了後に教えていただけるのか。 

（図 書 館）テーマについては年末に課員から案を募り、翌年度の県政やトピック、楽しそうな話題な

どを話し合って決めています。展示の資料を後日お伝えることは可能ですが、ＨＰに展示

内容を掲載しているので、後からでも確認できるようになっています。 

（委   員）図書館として努力をしているのに、県立図書館と市町立図書館の差がわかりにくいのは問

題だと思う。その差をどうやって強調したらいいのかが難しいと思っている。県立図書館

は図書館のための図書館なのに、それが非常にわかりにくい。来年 50 周年を迎えるが県

立図書館にしかないものをキャッチコピーとして打ち出すと、多くの人に知ってもらえる

のではないか。例えば図書館司書の実習を盛んに行っているため、「兵庫県の司書はこの図

書館で生まれています。」といったキャッチコピーを考え、兵庫県立図書館を高らかに打ち

立ててはいかがかと思う。 

（図 書 館）50 周年を前にアドバイスをありがとうございます。ホワイトボードミーティングのように、

マイナス点でなくプラス点を書き出し、職員自身が気づかず当たり前と思っているものも、

魅力を再度打ち出してはいかがかと思った。 

（委   員）50 周年ですから、50 年前の県立図書館周辺の状態を地図や写真を用いて現在と比較しては

いかがだろうか。近隣の方が参加されるときに、利用者の方にいろいろなことを感じても

らえるのではないかと思う。 

（委   員）教員時代に学校の総合学習や生活の時間で利用したい本を市町立図書館に借りに行っても、

他の学校も同じような本を借りていることが多く、借りられないことが多くあった。しか

し実際には県立図書館にも同じような、さらに専門性がありながら読みやすい本がある。

市町立図書館と連携し、時期の重なるような書籍については連携して貸し出しするといっ

た工夫をしていただければと思う。 

（委  員）「目的の書籍が市町立図書館に無いときは、県立図書館にはこういった書籍がありますよ」

といった声かけがあるだけで、県立図書館の認知度が上がるように思う。 

（委  員）県立図書館から市町立図書館に対し、利用者に声かけいただけるよう連絡をしたいと思い

ます。 

（図 書 館）電子書籍サービスでは学校で利用できる資料も集めているので、電子書籍を学校で利用い

ただきたい。 

（委    員）電子書籍はどのように登録をするのか。 

（図 書 館）利用者カードをお持ちでパスワードを設定済なら、利用カードの番号とパスワードを入れ

ていただけたらすぐにご利用いただけます。 

（委   員）電子書籍を授業等で利用する際、多数のタブレットから同時に同じ書籍にアクセスできる

のか。 

（図 書 館）１つのコンテンツには１アクセスしかできないため不可能です。 

（図 書 館）プロジェクター等を利用していただければ大人数で閲覧していただくことは可能です。 

（委    員）その利用方法は先生方もご存じなのか？ 

（図 書 館）ご存じです。実際にどういう利用をしていただいているのか、これから調査すべきである

と感じています。良い事例を集め事例集を作成すれば、各学校の先生方にもさらに参考に

なるかと考えています。 

（委    員）楽しみですね。兵庫県の新聞のデータベースはあるのか。 

（図 書 館）神戸新聞プラスのオンラインデータベースは、当館内で利用していただけるものはありま

す。 

（委   員）県立図書館には県内に１冊しかない地域資料などの情報資源があることを教育界などにも

打ち出したらよいのではないだろうか。兵庫県の地域資料データベースを教育界・研究会

でも活用し、県内随一で誇れる図書館であることを打ち出してほしい。 

（図 書 館）ＰＲの際に検討させていただき、随時発信させていただきたいと思います。 

（図 書 館）県立図書館の強みは兵庫県に関する資料、郷土史関連、震災関連、防災関連などの資料が

あるところです。この強みを広報していくために順次資料のデジタル化を進めており、来

年１月からは新システムなども利用しながら今よりも良い形でデータを閲覧できるよう、
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改善を図りながらＰＲに努めていきたいと思います。 

（委  員）学校、自治体、出版社など、広報対象者によって打ち出し方を変えていくと、今よりも認

知度が上がるのではないだろうか。出版社などに存在感が増せばＰＲの機会も増え、教育

界でも大学の先生方の耳に入れば、こちらもＰＲの機会が増えると思う。あまり手間をか

けず効率的にＰＲできる方法があれば検討していただきたい。 

（委  員）全ての意見を受け入れるのは大変だと思う。出前講座や学校サポート講座について、良い

取り組みがたくさんあるので今後ともさらに促進してほしい。子供や学校に対するサポー

ト講座をより充実して欲しい。夏祭りについて、今年度は参加人数がかなり多く、県立図

書館が認知された結果ではないかと思う。このような機会で図書館に足を向け、夏祭りや

イベントだけでなく図書館の中を見てみるきっかけになっており、非常に良いことだと思

う。自治研修所へのセット貸し出しについても非常に良い取り組みだと思う。購入図書の

選書会のメンバーはどんな方か教えていただきたい。 

（図 書 館）館長、次長、ふるさと・資料課長、利用サービス課長ほか３名の職員です。 

（委    員）館内の職員であり、外部の意見は入らないのか。予算を持っている社会教育課の者は入ら

ないのか。もともと規約で決まっているのか。 

（図 書 館）運営はこの形式で従来から行っています。司書の資格を持つ職員が中心となって案を作り

ながら、全体的な方針に関しては館長、次長の意見を入れながら収集に努めています。 

（委   員）選書会のタイミングで社会教育課に予算を打診することができるのではないかと考える。

ビブリオバトル高校生大会は今年度から行わないが、普及活動は具体的にはどのように行

っているのか。 

（図 書 館）学校サポート講座や出前講座の際に必ずビブリオバトルの紹介をしています。 

（委  員）明石公園内のパークキャラリーの展示は今年は行わないのか。 

（図 書 館）枠が埋まっているため実施できないです。 

（委    員）枠が埋まってなければ実施するのか。 

（図 書 館）実施する予定です。 

（委  員）50周年は大きな区切りとなる。例えば有名なお寺、小さなお寺など、普段は公開していな

いが一番大切なもの(例えば、秘仏)は期間限定でご開帳したりしている。図書館の場合も

普段は見せていない場所や貴重な資料があるのではないか。普段見せられないものを、特

別に期間限定で開架してはいかがだろうか。毎年ではなく周年行事のタイミングで展示す

ることで、大きなＰＲになるのではないか。可能か不明だが検討いただきたい。 

（図 書 館）50 周年に関しては予算措置も含め来年度どのようにしていくかを今まさに検討していると

ころです。多くの方に来ていただいて、賑わいのあるようなイベントを考えていかなけれ

ばならないが、合わせて特別な企画展示をある程度の期間を設けて実施することを考えて

います。先ほど藤井委員、川石委員からご提案いただいたような開架や今昔の展示など、

合わせて展示していけたらと思っています。 

（委  員）明石市立図書館の話題が多く出ているが、県立図書館館から提言はしているのか。 

（図 書 館）当館からは提案・提言はしていません。 

（委   員）蔵書数や来館者数などの数字は、県立図書館はそれほど追わなくていいのではないかと思

う。認知度が低いことを逆手にとって、ＰＲの機会にしてはどうかと思う。 

（委    員）県立図書館の魅力を県民にもっと知ってもらえるといいと思う。 

（委    員）図書館の人材不足は大学や高校と連携して、大学生や高校生に何かイベントを自主的にし

てもらうなど、依頼するのもいいのではないかと思う。また開架になっていないものが多

くの人の目に触れることはいいことだと思うので、開架の機会を増やしてもいいと思う。 

（委   員）県立図書館は城と緑に囲まれている。お城の中にある図書館は他にはまず無く、全面的に

打ち出すのもいいと思う。 

（委    員）数値を追いかける時代は終わっていくと思われる。多くの場面で新しい評価方法ができて

おり、貸し出し冊数や来館者数に一喜一憂することなく、質を追いかけていく時代になっ

てきていると感じる。 

（委   員）各界からの意見・提案が多数出ているが、本当に真摯に受け止めていただき、可能な限り

取り入れていただいていることに頭が下がる。こちらが思い付きで言っていることも、可

能な限り反映されている。無理なことを言うこともあるが、一生懸命受け止めていただき、

反映していただきたい。 

（委  員）高齢者施設は増加している。そこに働きかけると、需要が増えるのではないか。個人では
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なく施設に対してセット貸し出しをするなどできることはあると思う。今すぐできること

ではないが、アンテナを立てていただき、何かできることがないか考えてほしい。 

（図 書 館）病院の病棟や刑務所など人の出入りが限定的な施設は、施設側も管理がしやすいので、セ

ット貸出の需要はあると思います。今後働きかけていくことを前提に、セット貸出のでき

そうな対象施設や貸出の仕方などを検討したい。 

 

 (注１) ＯＰＡＣ(Online Public Access catalog) とは、図書館や資料館などの利用者が使えるよう 

   整備された、オンライン蔵書目録 

 

 

  

  


